
 

 

 

 

 

 

 

 

 
パリとオリンピック，珠洲と震災 
                                        濱野 裕之 

 １学期が終わりました。４月の始業式から長いようで，あっという間の１学期だったように感じます。 

終業式の講話では，７月２６日に開催するパリオリンピックについて，話しました。 

【終業式講話 抜粋】 

パリオリンピックの重要なテーマの１つに「持続可能なオリンピック」

があります。 

二酸化炭素の排出量を減らす取組もその一つです。例えば，選手村には，

エアコンが設置されていません。地下のパイプに水を通した床冷房を設

置して，部屋の温度を下げるように工夫しているそうです。 

また，建物を建てる材料をコンクリートではなく，木にするという取

組もあります。 

理科で，植物の働きを学習したと思いますが，木は空気中の二酸化炭素を取り入れて大きく育っていきます。

つまり，木が増えていくということは，二酸化炭素を減らすことにつながります。しかし，その木を切って，

建物に使っていくことは，環境への配慮とは逆の取組のように思えますが，どう思いますか。 

実は，木は成長するときに，二酸化炭素をたくさん蓄えて成長します。その木を切って，建物の材料にす

ると，二酸化炭素は，街の中に蓄えられ，外には排出されません。反対に建物によく使われるコンクリート

は，つくる時に火で焼くことが必要になるので，二酸化炭素を多く排出します。 

つまり，木を上手に使うことで，地球温暖化を防ぐことにつながるのだそうです。 

パリの街はオリンピックをきっかけとして，地球環境にやさしい新たな街へと生まれ変わろうとしていま

す。私たち珠洲も震災という大きな出来事を経験し，今生まれ変わるために，動き続けています。 

ぜひ，みなさんも，この夏休みを自分の進路や珠洲の未来を考え，一つでも変わるきっかけとしてほしい

と思います。オリンピックに臨む選手の姿や珠洲の復興に向けて取組をする姿，支援をしてくださる方々の

姿をみて，私たちも共に前に進んで行きましょう。 

 パリはオリンピックという国をあげての一大イベントをきっか

けとして，変わろうとしています。私たち珠洲は，地震という災

害をきっかけとして，変わろうとしています。震災という私たち

にとっては大きな痛みをプラスに変えていこうとしています。 

 学校でも，地域の皆様，そして県内外からボランティアや支援

に来ていただいている方々のご協力を得て，今だからできること

を考えながら取組を進めています。今後とも皆様のご支援とご協

力を得て，前に進んでいきたいと思いますので，よろしくお願い

いたします。 
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３年生保育実習       ７月 8日（月） 
 

 今年は，野々江町にあるつばき保育園で実習させていただきました。宝立

中学校の９年生と一緒に園児たちと交流しました。 

  

 

薬物乱用防止教室            ７月 9日（火） 
 

今年度は，珠洲警察署の越田さんにお越しいただき，薬物乱用

防止教室を行いました。薬物の種類や，心身への影響だけでなく，

社会的な問題や実際に依存してしまった人の話など恐ろしい内

容もありました。SNS でいつでも誰とでもつながる便利な時代だ

からこそ，薬物の影響や依存の入り口となる現状を知る必要があ

ります。薬物は，遠い世界の話ではなく，もしかしたら身近にあ

るかもしれないと考えて行動することが，自分や家族を守ること

につながることに気付かされました。 

 

復興プロジェクトワークショップ        7月 12日（金） 
 

「どんな街だったら良いか」「住み続けたい街はどんな街か」をテーマに，

街づくりの専門家の方と話し合いました。一度は地域の外に出て，数年度

また地元に帰ってきたいと考えている生徒が多いことに驚かれているよ

うでした。みんなが，家族を連れて珠洲に帰って来た時にどんな街であっ

てほしいか，たくさんの意見が出ました。住み続けられる持続可能な街に

するには，どんな工夫が必要なのでしょうか？今後の展開が楽しみですね。 

花いっぱいプロジェクト            7月 12日（金） 
 

１年生が企画した花いっぱいプロジェクト

は，仮設住宅の皆さんにも参加していただき良

いスタートを切ることができました。支援物資

としていただいた種や土，プランターを使いま

した。花が咲くのが楽しみですね。 



避難訓練（シェークアウトいしかわ） ～地震・火災～    7月 11日（木） 

 大きな地震が起こった後，気を付

けなければならない災害として，津

波と火災があります。元日の能登半

島地震では，その両方が能登半島を

襲い，日頃の避難訓練の重要さが全

国的に確認されたことは記憶に新し

い事実です。今回の災害は，冬休み中

であり学校が無人でした。しかし，災

害は時期や時間を選びません。 

 今回は，地震後火災が起きた場合の避難を想定した訓練を行いました。また，大きな地震を経験した私たちだ

からこそ，今までの避難訓練で良いのかという視点でも振り返ることができました。  

＜避難訓練の感想を教えてください＞ 

・すぐに机の下に隠れて，すぐに体育館へ避難することが出来た。 

・少し喋ってしまいましたが静かに行動できたのではないかなと思います。 

・みんな無駄な事は話さず行動出来ていた。訓練だけど真剣に参加出来た。 

・指示を聞いて，無駄な行動をせずに避難ができた。 

・実際に大きな地震を体験しているからこそ危険性をわかっているので真剣に取り組むことができた。 

・無駄話せず，素早く並んで行動できたと思いました。放送がなったときは，素早く机の下に隠れることができま

した。 

・しっかり頭を守って隠れることができた。 

・地震が起きた時実際に冷静に判断できるか怪しいけどできるだけ実際に活かそうと思った。 

・地震のゆれがおさまったときひなんができた。 

・今回は二次災害（の想定）として火災があったので，しゃがみながら進むのが難しかったし，実際にあったとし

たら視界も悪いので訓練できて良かった。 

・火災を想定した避難訓練ができた。指示に従って動けた。 

＜実際に地震を体験した人は，今日の避難訓練で，避難できると思いますか？避難訓練の問題点

や課題点，気づいたことを書いてください。＞ 
・２，３年生は避難するときに教科書などを使って頭を守っていたのですがそうゆうことをしたほうがいいのでしょ

うか。 

・実際はもっとパニックになると思う。（１月の地震ではそうだった） 

・今日は緊張感を持って訓練をすることができたけれど，実際に大きな地震が起きたらもっと緊張すると思うの

で，焦ってしまうことがあるかなと思いました。なので，また訓練をするときには，焦らず冷静に行動することを意

識しようと思いました。 

・頭を守ることに気付くことができました。 

・実際避難するまでに時間がかかると思う。状況判断ができずに慌てるのが先にくると思います。 

・机に隠れられなかったらどうするのかと思った。 

「おかしも」を守って，確実

に避難できました。 

実際の大きな地震では，机は飛び出し，身動きが取れないことが充分に考えられます。大きな地震を

経験して，どうやって自分の安全を確保するのか・・・今後の避難訓練に生かせる振り返りですね。 



三中生徒会  どうやって感謝を伝えるか会議      7 月 16 日（火） 

先月２６日に，ホワイトボードミーティング®認定講師の横山弘美先生

をお迎えし，全校生徒で「ファシリテーターになろう！」の学習会を行い

ました。２年ぶりに来校していただき，様々な場面で活用できる，ホワイ

トボードを使った話し合いの技術を教えて頂きました。 

この日は，各方面からいただいているたくさんの支援に対して，「どの

ように感謝を伝えるか」とういテーマで話し合いをしました。私たちは元

日の発災以降，日本全国から物資面だけでなく応援メッセージなど，心に

寄り添った数えきれないくらいの支援をいただいています。学校生活も

少しずつ落ち着いてきた今，生徒たちから支援に対して元気であること

の返事をしたいとの声があがりました。先日学習したホワイトボード

ミーティングの手法を使って意見を出し合いまとめていく姿からは，意

見を可視化することでより考えが深まっていく様子が見られました。全

校生徒でアイディアを出し合い，三崎中らしい感謝の気持ちを伝える方

法について，今後は生徒会を中心に具体的に活動を始めていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【話し合われた内容】 

★ 感謝のメッセージとともに，今私たちが頑張っていることを目に見える形で伝える。 

★ 全員が自分の言葉でメッセージを伝える。 

８月～９月上旬の行事予定 

8月 3日(土) 小中合同親子行事（サップ体験とピザ） 

8月 6日(火) 
海岸清掃（小中連携ボランティア活動） 
全校登校日 

8月 8日(木) 中学校体育大会北信越大会（相撲） 

8月 11日(日) ～17日(土）  学校閉庁日 

8月 22日(木) 学校運営協議会（みさき小） 

8月 27日(火) 全校登校日(あわじ市小中学生との交流会) 

9月 2日(月) ２学期始業式 

9月 3日(火) キャリア教育講演会 

9 月 3･4 日(火・水) 夏休み明け学力テスト 

9 月 21 日(土) 三崎中体育祭(振替休業日は 9/30 の予定) 

 

三崎中学校体育祭 

９月２１日（土） 

三崎中学校テニスコート 

※お弁当をお願いします。 

おめでとう！ 

★県中学校相撲大会 個人軽量級 

 ３位 １年 清水 大雅 北信越大会

も頑張れ！ 

６/２６ホワイトボードミーティング学習会より 

ありがとうございます いただきもの 
三崎町青年福祉委員の皆様より 

『シュークリームとゼリー』 

引砂 高木さんより『スポーツドリンク』 


